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防災DX（次期総合防災情報システムを中心とした取組）の動向について

開催
日時

防災DX官民共創協議会の取組み
～防災デジタル化を取り巻く環境について～

松本 真太郎 氏

高田 佳紀 氏

中央非常通信協議会事務局主催

自然災害が激甚化、頻発化し、南海トラフ地震や首都直下地震が懸念される中、国や
自治体、指定公共機関等各種機関の防災業務の連携に必要な「防災デジタルプラット
フォーム」の中核となる「次期総合防災情報システム」開発の最新動向等を紹介する。

自治体と民間企業・団体によって構成される「防災DX官民共創協議会」を令和４年12
月に発足。防災DXの社会実装と市場創造を目的として立ち上げられた当協議会の取組
みと日本の防災デジタル化を取り巻く環境や今後のあるべき方向性について思案する。

○ 経歴
1996年東京大学工学系大学院修了、同年通商産業省（現経済産業省）入省。化学物質管理課、貿易管理課などを経て、2012年内閣
府原子力被災者生活支援チーム企画官、14年復興庁参事官、17年産業技術環境局研究開発課産業技術プロジェクト推進室長、20年内
閣官房新型コロナウイルス感染症対策推進室参事官、21年中小企業庁経営支援部創業・新事業促進課長等を歴任。23年7月から現職。
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○ 経歴
2019年11月（一社）日本防災プラットフォーム副代表及びデジタル委員長に就任。国民目線の防災DXを目指して「多様性前提」「最適情報の
共有」「弱者二段構え」の三原則を策定し各方面へ提言。2022年12月 防災DX官民共創協議会の立上げメンバーとして参画し、防災DXの社会
実装、市場形成に取り組む。現職は日本電気株式会社（主席プロフェッショナル）。他に（特非）日本PFI・PPP協会シニアアドバイザーなどに従事。

内閣府政策統括官（防災担当）付参事官

一般社団法人日本防災プラットフォーム副代表
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